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1. はじめに 

弊社では，インターネットや無線環境での動
画配信サービスに対応した MPEG-4 ストリー
ミ ン グ メ デ ィ ア 配 信 シ ス テ ム
「 DiamondStream � XE 」 を 開 発 し た ．
DiamondStream�XEでは，ネットワークの輻
輳をいち早く検知し，動的に送信帯域を制御す
る QoS(Quality of Service)制御により，インタ
ーネット上でも高品質で安定した動画/音声ス
トリーミング配信が可能である[1]．さらに，最
新バージョンでは DRM(デジタル著作権管理)
機能をサポートし，不正なストリーミング再生
やコンテンツ再生を防止できる．｠
本稿では，DiamondStream�XEの基本機能

や基本構成を紹介する．｠｠
 

2. DiamondStream�XEとは 

2.1.システム構成 

図図図図 1｠｠｠｠ システム構成システム構成システム構成システム構成 

DiamondStream � XE の 基 本 構 成 は ，
Encoder，DRManager，Server，Player の４
コンポーネントである．図 1はそのシステム構
成図である． 

Encoderはファイルやカメラから取り込んだ
ソースをリアルタイムに MPEG-4 へエンコー
ド し (MPEG-4 Visual Simple 

Profile(Advanced Simple Profile にも対応予
定)，MPEG-4 AAC/Celp)，MP4コンテンツの
作成や Server/DRManagerへの送信を行う．｠
DRManagerはEncoderで生成されたストリ

ームやMP4コンテンツを暗号化する． 

Serverは Encoderあるいは DRManager か
ら送られてきたストリームを受信し，Playerか
らのリクエストに応じたライブ配信(ユニキャ
スト/マルチキャスト)や MP4 コンテンツの
VoD配信を行う． 

Player は Server からのストリーム再生や
MP4コンテンツのローカル再生を行う． 

｠
2.2.オープンアーキテクチャ 

DiamondStream�XEは標準規格を多く採用
することで相互接続性を高めたシステムとなっ
ている． 

ストリーミング伝送プロトコルには， 

RTP(Real-time Transport Protocol)[2] と
MPEG-4の ES（Elementary Stream）ペイロ
ードフォーマット[3]を採用している．また，
RTP のストリーム制御プロトコルには
RTSP(Real Time Streaming Protocol)[4]を採
用している．コンテンツのファイルフォーマッ
トは ISO MPEG-4規格で規定したMP4ファイ
ルフォーマット[5]に準拠している． 
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2.3.QoS制御 

QoS制御は，ネットワークが混雑していても，
より品質の良い安定した動画/音声再生を実現
する機能である．帯域予測，動的伝送レート制
御，選択的再送の３つの技術からなり，それぞ
れ RTP/RTCPや RTSPをベースにした制御方
式である[1]． 

帯域予測は，RTCPのフィードバック情報(ジ
ッタ，パケットロス率)と過去の状態から，現在
の状態を判定し，現在の最適な帯域(推定有効帯
域)を算出する． 

動的伝送レート制御は，帯域予測で算出した
推定有効帯域に基づき，動的に伝送レートを制
御する．この制御方法は，様々な帯域に最適な
メディアデータから構成する１つのコンテンツ
を Encoderで生成し，推定有効帯域に最適なメ
ディアデータに切り替えて配信する階層型スト
リーミング配信方式[1]を採用している．この方
式により輻輳時でもフレームレートをできるだ
け高く維持することができる． 

選択的再送は，RTP/RTCP上に再送スキーム
を組み込み，Server側で再送要求の中で再送す
べき重要なパケットのみを再送する． 

 

2.4.DRM機能 

DiamondStream�XEでは DRM機能をサポ
ートしており，DRManagerにおいて Encoder

で生成したストリームや MP4 コンテンツを暗
号化することができ，Playerではこのコンテン
ツのライセンスがなければ復号/再生できない
ようになっている．図 2は DRMを使った配信
の仕組みを表したものである． 

DRManagerでは，MP4コンテンツに暗号情
報やライセンス取得先 URL を追記することが
でき，Playerではそれらの情報からライセンス
を取得できる．ライセンスのプロパティや取得
方法などは，ライセンス管理者がカスタマイズ
することができる． 

ライブ配信では，DRManager がストリーム
をリアルタイムに暗号化して Serverへ送信し，
コンテンツ情報に暗号情報やライセンス取得
URL を追記するので， DRM を施したライブ
配信/再生も可能である． 
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図図図図 2｠｠｠｠ DRMを使った配信の仕組みを使った配信の仕組みを使った配信の仕組みを使った配信の仕組み 

3. おわりに 

本稿では，DiamondStream�XEの基本機能
や基本構成を紹介した．DiamondStream�XE

では QoS 制御によってインターネット上でも
高品質で安定した動画/音声ストリーミング配
信が可能であり，DRM機能によって不正使用/
再生を防止している．  

今 後 は ISMA(��������� �����	
��� ��

��

���
����) や 3GPP(���� �������	
�� ��������
	��

��
����)にも対応する予定である．また，DRM

においてもMPEG-4 IPMPや ISMA Ver2.0に
対応する予定である．｠｠
｠
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